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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

１．（社会福祉法人用）運用スケジュール
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

区分 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

社会福祉法人

所轄庁

都道府県

福祉医療機構

法人基本情報の
更新及び確定

(1月15日～2月末)

事務処理用メール
アドレスの更新

(1月15日～2月末)

事務処理用メール
アドレスの更新

(1月15日～2月末)

データ更新等
～3月末

システムから届出
できません

集約結果の公表
(3月中旬)

2024年

計算書類・経営指標CSV、分析用スコアカード
ダウンロード開始(3月中旬～)

２

０

２

４

年

度

運

用

開

始
（

4
月

1
日
）

入力シートのダウンロード(4月1日～)

入力シートの内容の確認と都道府県への提供
(4月1日～8月末)

入力シートの内容の確認と厚生労働省への提供
(４月1日～9月末)

現況報告書・計算書類・社会福祉充実計画の公表処理 (4月1日～9月末)

［現況報告書・計算書類は所轄庁へ届出後、社会福祉充実計画は所轄庁の確認後に公表］

入力シートの入力・保存・届出
(4月1日～6月末)

計算書類・経営指標CSV、分析用スコアカード
ダウンロード開始(3月中旬～)

社会福祉法人の財務諸表等電子開示システム 2024年度 運用スケジュール（全体イメージ）

システムから提供
できません

システムから提供
できません

データ更新等
～3月末

定款・役員等名簿（公表用）・報酬等の支給の基準
の届出のみ可

現時点から3月31日の間、システムから入力シートの届出・提供はできません。

２

０

２

４

年

度

の

届

出

終

了
（

9

月

末

日

予

定
）



『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

２．（社会福祉法人用）システムの概要
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

本システムは、社会福祉法人の運営の透明性を確保すること等を目的に、法人の運営状況及び財務状況に係る情報につい
て、一覧性・検索性を持たせたシステムを構築し、国民に情報提供をすること、また、社会福祉法人が所轄庁へ届出を行う現
況報告書、財務諸表等の様式作成を支援し、届出の電子化を推進することにより法人の事務負担を軽減することを主な目的
として構築されたシステムです。

◆本システムの概要（１）システムの全体像

※現況報告書等の情報については、
社会福祉法人が所轄庁へ届出を
行った後、７日から10日程度して
WAM NETの「社会福祉法人の
現況報告書等情報検索」サイトに
公表されます。
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

〇 社会福祉法人が所轄庁へ届出を行う現況報告書、財務諸表等については、様式「財務諸表等入力シート」を用いて行います。
〇 財務諸表等入力シートの①「入手」、②「入力」・「保存」、③「届出」の機能を活用して所轄庁への届出を行うことになります。

◆本システムの概要（２）社会福祉法人が行う操作
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

社会福祉法人　財務諸表等入力シート バージョン：9.00

ユーザーID

AABBCCDD

現況報告書 勘定科目 計算書類、財産目録 社会福祉充実残額算定シート 財務諸表等入力シート全体

メッセージ ↓黄色の場合は警告、赤色の場合はエラー

令和6年度 社会福祉法人○○○○○○

システムから届出を行ってください。

現況報告書作成現況報告書作成

現況報告書仮確定現況報告書仮確定

現況報告書仮確定解除現況報告書仮確定解除

計算書類、財産目録計算書類、財産目録
作成作成

計算書類、財産目録計算書類、財産目録
確定確定

計算書類、財産目録計算書類、財産目録
確定解除確定解除

勘定科目作成勘定科目作成

勘定科目確定勘定科目確定

勘定科目確定解除勘定科目確定解除

社会福祉充実残額算定シート社会福祉充実残額算定シート
作成作成

社会福祉充実残額算定シート社会福祉充実残額算定シート
確定確定

社会福祉充実残額算定シート社会福祉充実残額算定シート
確定解除確定解除

シートへ移動 シートへ移動シートへ移動 シートへ移動

入力完了入力完了

入力完了解除

ヘルプ
他入力シートの

取込み

財務諸表等入力シートとは、「現況報告書」「計算書類」「財産目録」「社会福祉充実残額算定シート」で構成されているExcel
ファイルのことです。コピー＆ペースト、印刷、入力途中での保存など通常のExcelと同様の操作が可能です。

◆財務諸表等入力シートとは

▼財務諸表等入力シート トップページ

社会福祉法人○○福祉会
BZCXXXXX
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

社会福祉法人が所轄庁へ届出した財務諸表等入力シートの内容は、WAM NETの公表サイト「社会福祉法人の現況報告
書等情報検索」で公表されます。この公表サイトでは、全国の社会福祉法人に関する現況報告書等（現況報告書、計算書
類及び社会福祉充実計画）の情報を公表しています。

◆公表サイト「社会福祉法人の現況報告書等情報検索」について

さまざまな条件で社会福祉
法人を検索し、当該法人に
関する現況報告書等の情報
を閲覧することができます。

http://www.wam.go.jp/wamnet/zaihyoukaiji/http://www.wam.go.jp/wamnet/zaihyoukaiji/

所轄庁に届出を行った現況報
告書等の内容について集約した
結果を閲覧することができます。
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

社会福祉法人の財務諸表等電子開示システムにより社会福祉法人が所轄庁に届出を行った現況報告書等（現況報告書、
計算書類及び社会福祉充実計画）の内容について集約した結果を公表しています。

◆公表サイト「社会福祉法人の現況報告書等の集約結果」について
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

３． （社会福祉法人用）入力操作のながれ
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

はじめて
ガイド （手順１） （手順２） （手順３） （手順４） （手順５） （手順６）

システムに

を保存

の入力

入力シート

システムへの
ログイン

の確定

入力シート

を開く

入力シート

システムで

を届出

システムから

をダウンロード

入力シート

終了開始

ｼｽﾃﾑ
の操作

ﾊﾟｿｺﾝ
(Excel)
の操作

◆システムへのログインから届出までの操作の流れ

入力シート
附属明細書等

入力シート
附属明細書等
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

はじめて
ガイド （手順１） （手順２） （手順３） （手順４） （手順５） （手順６）

システムに

を保存

の入力

入力シート

システムへの
ログイン

の確定

入力シート

を開く

入力シート

システムで

を届出

システムから

をダウンロード

入力シート

終了開始

◆システムへのログインから届出までの操作の流れ

ここでは、(手順１)「システムへのログイン」について説明します。

ｼｽﾃﾑ
の操作

ﾊﾟｿｺﾝ
(Excel)
の操作

入力シート
附属明細書等

入力シート
附属明細書等
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

①WAM NETトップページの左上にある「社会福祉法人の財務諸表等電子開示システム」のバナーをクリックしてください。

②公表サイト「社会福祉法人の現況報告書等情報検索」の右上にある「システムログイン」ボタンをクリックしてください。

◆システムへのログインの入口（１）WAM NETトップページ

▼WAM NETトップページ

▼公表サイト「社会福祉法人の現況報告書等情報検索」

① クリックします

② クリックします
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

①社会福祉法人の財務諸表等電子開示システム関係連絡板の「ログイン画面」のアイコンをクリックしてください。

②「３.ログイン画面」に移動するので、「ログイン画面へ」ボタンをクリックしてください。

◆システムへのログインの入口（２）社会福祉法人の財務諸表等電子開示システム関係連絡板

① クリックします

▼社会福祉法人の財務諸表等電子開示システム関係連絡板

② クリックします

▼社会福祉法人の財務諸表等電子開示システム関係連絡板
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

財務諸表等電子開示システムのログイン画面が表示されます。①ユーザーID（BZCから始まる番号）、②パスワー
ドを入力のうえ、 ③［ログイン］ボタンをクリックしてください。※本システムにログインする際に使用する「ユーザーID
及びパスワード」 につきましては、福祉医療機構から社会福祉法人あてに例年4月初めにメールにて送付します。

◆ログイン情報（ID、パスワード）の入力

① IDを入力します

② パスワードを入力します

③ クリックします
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

ログインすると「財務諸表等入力メニュー」のホーム画面が表示されます。

▼「財務諸表等入力メニュー」のホーム画面

ログイン後の操作方法については
手順２以降のスライドをご覧ください。

◆システムへのログイン後の画面

福祉医療機構からメールにて送信
するログイン情報に記載されているパス
ワードは、仮パスワードになっております。

仮パスワードにてログインすると、「パス
ワードの変更」画面が表示されますので
必ず、お客さまが任意に設定するパス
ワードに変更のうえ、本システムにログイン
してください。
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

はじめて
ガイド （手順１） （手順２） （手順３） （手順４） （手順５） （手順６）

システムに

を保存

の入力

入力シート

システムへの
ログイン

の確定

入力シート

を開く

入力シート

システムで

を届出

システムから

をダウンロード

入力シート

終了開始

◆システムへのログインから届出までの操作の流れ

ここでは、（手順2）「システムから入力シートをダウンロード」する手順について説明します。

ｼｽﾃﾑ
の操作

ﾊﾟｿｺﾝ
(Excel)
の操作

入力シート
附属明細書等

入力シート
附属明細書等
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

「財務諸表等入力メニュー」のホーム画面において、①財務諸表等入力シートタブをクリックしてください。

① クリックします

▼「財務諸表等入力メニュー」のホーム画面

◆財務諸表等入力メニュー
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

「財務諸表等入力シート」画面が表示され、➁画面の左側「様式の入手」が選択されていることを確
認し、③ファイル欄の財務諸表等入力シートをクリックしてください。

② 確認します

③ クリックします

◆様式の入手

▼「財務諸表等入力メニュー」の様式の入手画面

（参考）「一括ダウンロード」ボタンを押すと、入力シートと郵便番号マスタ、ヘルプファ
イルを一括でダウンロードすることができます。必要に応じてご利用ください。
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

ダウンロードフォルダにファイルが保存されます。 （ここではダウンロードフォルダに保存されると想定し記載します。）
④ダウンロードフォルダボタンをクリックし、ダウンロードされたファイルを確認してください。

◆財務諸表等入力シートのダウンロード

▼「財務諸表等入力メニュー」の様式の入手画面

④ クリックします
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

①画面の左側の「郵便番号マスタ、ヘルプファイルの入手」をクリックし、②ファイル欄の１「郵便番号マスタ」を
クリックしてください。

◆郵便番号マスタの入手

① クリックします

② クリックします

▼「財務諸表等入力メニュー」の郵便番号マスタ、ヘルプファイルの入手の画面
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

ダウンロードフォルダにファイルが保存されます。
③ダウンロードフォルダのボタンをクリックし、ダウンロードされたファイルを確認してください。

◆郵便番号マスタの入手

▼「財務諸表等入力メニュー」の郵便番号マスタ、ヘルプファイルの入手の画面

「財務諸表等入力シート」と

「郵便番号マスタ」のファイルは必ず

同じフォルダに保存してください。

異なるフォルダに保存した場合、

適切に機能しなくなりますので

ご注意ください。

③ クリックします
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

①画面の左側の「郵便番号マスタ、ヘルプファイルの入手」が選択されていることを確認してください。
②ファイル欄の２「入力シートヘルプ」をクリックしてください。

◆ヘルプファイルの入手

▼「財務諸表等入力メニュー」の郵便番号マスタ、ヘルプファイルの入手の画面

① 確認します

② クリックします
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

ダウンロードフォルダにファイルが保存されます。
③ダウンロードフォルダボタンをクリックし、ダウンロードされたファイルを確認してください。このガイドは以上です。

◆ヘルプファイルの入手

▼「財務諸表等入力メニュー」の郵便番号マスタ、ヘルプファイルの入手の画面

ダウンロード後の操作方法は（手順３）
以降のスライドをご覧ください。

「財務諸表等入力シート」と
「入力シートヘルプ」のファイルは
必ず同じフォルダに保存してくださ
い。異なるフォルダに保存した場
合、適切に機能しなくなりますの
でご注意ください。

③ クリックします
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

はじめて
ガイド （手順１） （手順２） （手順３） （手順４） （手順５） （手順６）

システムに

を保存

の入力

入力シート

システムへの
ログイン

の確定

入力シート

を開く

入力シート

システムで

を届出

システムから

をダウンロード

入力シート

終了開始

◆システムへのログインから届出までの操作の流れ

ここでは、(手順３) 「入力シートの起動と進め方」について説明します。

ｼｽﾃﾑ
の操作

ﾊﾟｿｺﾝ
(Excel)
の操作

入力シート
附属明細書等

入力シート
附属明細書等
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

入力シートの保存場所（例：デスクトップ）

①ダウンロードした財務諸表等入力シートのアイコンをダブルクリックし、②財務諸表等入力シート（エクセ
ル）を開いてください。

① 入力シートをダブルクリック ② 入力シートを開きます

◆入力シートを開く

社会福祉法人○○福祉会
BZCXXXXX
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

③セキュリティに関する通知が表示された場合は、「マクロを有効にする」や「コンテンツの有効化」をクリックしてく
ださい。④財務諸表等入力シートが操作できるようになります。

◆マクロを有効にする

③ クリックします

④
財務諸表等入力シートが
操作できるようになります

社会福祉法人○○福祉会

BZCXXXXX
社会福祉法人○○福祉会
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

入力シートのバージョン
です。2024年度の
初版は、9.00です

本システムのユーザーID
が表示されます
（問合せの際にご利用ください。）

法人名が表示されます

薄い灰色の文字のボタンは、
操作ができない状態です

財務諸表等入力シートのトップページの画面の説明です。

◆財務諸表等入力シート トップページ画面について

社会福祉法人○○福祉会
BZCXXXXX

黒い文字のボタンは
操作ができる状態です

29
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

財務諸表等入力シートは、「現況報告書」「計算書類」「財産目録」「社会福祉充実残額算定シート」で構成されて

いるExcelファイルです。コピー＆ペースト、印刷、入力途中での保存など通常のExcelと同様の操作が可能です。

◆財務諸表等入力シートの構成

▼財務諸表等入力シートの入力の流れ ▼財務諸表等入力シートの画面例

30



『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

左から右へ

財務諸表等入力シートは、左から右へ、現況報告書⇒勘定科目⇒計算書類、財産目録⇒社会福祉充実残額算定シート

⇒財務諸表等入力シート全体の順番で入力します。

◆財務諸表等入力シートの入力の進め方

確定

確定

確定

仮確定

入力シートの入力方法については
（手順４）のスライドをご覧ください。

社会福祉法人○○福祉会
BZCXXXXX
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

（参考）ファイルの上書き保存について

財務諸表等入力シートは、Excelファイルですので、いつでも、上書き保存は可能です。入力した内容の消失を防ぐためにも、

適宜、上書き保存を行い、ご自身のパソコン上に保存するようにしてください。

アイコンをクリックし
上書き保存します

BZCXXXXX
社会福祉法人○○福祉会
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

はじめて
ガイド （手順１） （手順２） （手順３） （手順４） （手順５） （手順６）

システムに

を保存

の入力

入力シート

システムへの
ログイン

の確定

入力シート

を開く

入力シート

システムで

を届出

システムから

をダウンロード

入力シート

終了開始

◆システムへのログインから届出までの操作の流れ

ここでは、(手順４) 「入力シートの入力」方法について説明します。

ｼｽﾃﾑ
の操作

ﾊﾟｿｺﾝ
(Excel)
の操作

入力シート
附属明細書等

入力シート
附属明細書等

33



『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

最初に現況報告書を作成します。①財務諸表等入力シートのトップページ〔現況報告書作成〕ボタンを押してください。

②〔シートへ移動〕ボタンの文字が黒くなるので、 〔シートへ移動〕ボタンを押してください。③現況報告書のシートへ移動します。

◆現況報告書の作成について

平成31年度① クリックします 社会福祉法人○○福祉会

社会福祉法人○○福

8名以内

② クリックします

R4.4.1

R4.4.1

R8.6

R8.6

34

令和6年度 ③ 現況報告書へ移動します



『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

〇入力方法につきましては、入力シートヘルプのヘルプ機能をご活用いただくとともに、「社会福祉法人の財務諸表

等電子開示システム関係連絡板」に掲載されている「システム操作説明書」や、「記載要領」をご参照ください。

〇財務諸表等入力シート内の白色のセルは、キーボードで直接入力してください。

◆財務諸表等入力シートの入力について

現況報告書、勘定科目、計算書類、財産目録、社会福祉充実残額算定シート
の入力にあたっては、 「社会福祉法人の財務諸表等電子開示システム関係連
絡板」に掲載しているシステム操作説明書をご参照ください。

▼財務諸表等入力シート「現況報告書」

▼現況報告書の記載要領（抜粋）

現況報告書、社会福祉充実残額算定シートの入力にあたっては、「社会
福祉法人の財務諸表等電子開示システム関係連絡板」に掲載している
記載要領（厚生労働省通知）をご参照ください。

▼入力シートヘルプ（抜粋）

ヘルプファイルを入手することで、財務諸表等入力シート上に設置してある
ボタンの使用が可能になり、財務諸表等入力シートの操作のポイ

ントや注意点等をPC端末上で閲覧することができるようになります。

▼システム操作説明書（抜粋）

8名以内 7

R4.4.1 R8.6

「R5.4.1～R8.6」
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

①水色のセルを選択した状態で、②入力候補ボタンをクリックしてください。③表示される入力候補から
④該当する項目を選択し、⑤選択ボタンをクリックしてください。⑥入力が完了します。 ※直接入力はできません。

① セルを選択します

② クリックします

④ 一覧から選択します

⑤ クリックします

③ 入力候補が表示されます

◆現況報告書の水色セルへの入力について

⑥ 入力が完了します

36



『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

①緑色のセルを選択した状態で、②郵便番号で住所入力ボタンをクリックしてください。③表示される入力フォームに

④郵便番号を入力し、⑤OKボタンをクリックしてください。⑥入力が完了します。 ※直接入力はできません。※ 「入力

候補」ボタンからも入力可能です。※この機能を使用するには、事前に郵便番号マスタを入手する必要があります。

① セルを選択します

② クリックします

◆現況報告書の緑色セルへの入力について

④ 郵便番号を入力します

③ 入力フォームが表示されます

⑤ クリックします

⑥ 入力が完了します

東京都 中央区

37



『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

①削除したい水色セル（または緑色セル）を選択した状態で、②入力候補ボタンをクリックしてください。
③入力された項目が表示されますので④削除ボタンをクリックしてください。⑤削除が完了します。
※キーボードのDeleteボタンやBack Spaceボタンでは削除できません。

① セルを選択します

② クリックします

④ クリックします

③ 入力された項目が表示されます

◆現況報告書の水色セル（または緑色セル）の入力を削除する方法

⑤ 削除が完了します

東京都
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

現況報告書シートの画面上部には、ボタン（便利な機能）を用意しています。
「次のセクション」、「前のセクション」、「ヘルプ」、「折り畳み」等各ボタンの便利な機能の内容を説明しています。

◆現況報告書の各ボタンの便利な機能

現況報告書シートを
入力中に不明な点が

あった場合、このボタンを使うことで参考情
報を表示することができます。
なお、この機能を使用するには、事前に
ヘルプファイルを入手する必要があります。

現況報告書シートの入力内容について、
このボタンを使うことで入力漏れや入力
内容に不整合がないかを確認することが
できます。

現況報告書シートは縦に長いシートとなってい
ます。このボタンを使うことで入力項目の項番の
間をスクロールすることなくすばやく移動すること
ができます。

現況報告書シートの全体を
見やすく表示したい場合、

このボタンを使うことで本シート上の入力のない行を
折り畳んで表示することができます。
入力済みの内容を確認する際、または、Excelの
機能を用いて印刷する際に便利な機能です。

折り畳み

折り畳み

セクション１１の行並び替え用ボタン

39

セクション１１の事業所情報の並び
替えボタンです。

セクション１１の並び替えたい拠点区分名称の
行をクリックしたあと、並び替えすることができます。



『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

現況報告書を最後まで入力した後、①チェックボタンをクリックします。チェックが正常に終了した場合は、
②「正常に終了しました。」の表示内の③OKボタンをクリックしてください。④トップページに戻るボタンをクリックし
ます。

◆現況報告書の入力完了後のチェック機能

① クリックします

③ クリックします

④ クリックします

② 表示が出ます
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

エラーがある場合、財務諸表等入力シートのトップ画面下部のメッセージ欄に、エラーの内容が表示されます。
メッセージ欄のエラー番号のリンクをクリックすると、該当箇所に飛びますので、修正のうえ、再度「チェック」を
行い、エラーが解消されていることを確認してください。

末尾がE：エラーです。修正が必要です。
末尾がW：警告です。そのまま処理を進めることは可能です。

◆現況報告書の入力完了後のチェック機能（エラーがある場合）

社会福祉法人○○福祉会

41

令和6年度



『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

①現況報告書の仮確定をクリックすると、②注意表示が出ます。③注意事項を確認のうえ、③OKボタンをクリッ
クすると、④現況報告書は仮確定になります。⑤「勘定科目」以降、同様に入力を進めてください。

◆トップページで現況報告書仮確定

① クリックします

② 注意表示が出ます

④ 仮確定状態になります

〔OK〕ボタンを押す前に、必ず表
示される注意事項をご確認くだ
さい。

③ クリックします

⑤ 勘定科目が作成可能
になります
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

はじめて
ガイド （手順１） （手順２） （手順３） （手順４） （手順５） （手順６）

システムに

を保存

の入力

入力シート

システムへの
ログイン

の確定

入力シート

を開く

入力シート

システムで

を届出

システムから

をダウンロード

入力シート

終了開始

◆システムへのログインから届出までの操作の流れ

ここでは、(手順５) 「入力シートの確定」手順について説明します。

ｼｽﾃﾑ
の操作

ﾊﾟｿｺﾝ
(Excel)
の操作

入力シート
附属明細書等

入力シート
附属明細書等
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

①「現況報告書」、「勘定科目」、「計算書類、財産目録」、「社会福祉充実残額算定シート」のすべてのシート
を確定（「現況報告書」は仮確定）すると、上のような画面になります。この状態では、まだ所轄庁へ届出が
できません。届出ができる状態にするため、②入力完了ボタンをクリックしてください。

赤い吹き出しのままでは、
入力完了がされていないため、

届出ができません。

② クリックします
① 文字が薄い灰色になっていることを確認してください

◆入力シートの確定 「入力完了」の操作

▼財務諸表等入力シート（トップページ）

●●●●●社会福祉法人○○福祉会
BZCXXXXX
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

「入力完了」のボタンを押すと、③吹き出しが「システムから届出を行ってください」という表示に変わります。必ず
④上書き保存をしてから入力シートを終了してください。※この状態では、まだ届出できていません。
この後に財務諸表等電子開示システムにログインし、入力シートの保存、届出の操作を行います。

◆入力シートの確定 「入力完了」後の状態

④ 上書き保存します

③
吹き出しが
青に変わります

「入力完了」後に、修正する場合は
「入力完了解除」ボタンを押してください。

▼財務諸表等入力シート（トップページ）

BZCXXXXX
社会福祉法人○○福祉会
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

「入力完了」のボタンを押した際、入力内容に誤りなどがある場合には、①エラーメッセージが表示されます。
②OKボタンをクリック、③エラー内容を確認しOKボタンをクリック、④エラーのあるシートへ移動するため、
シートへ移動をクリックしてください。（このページでは現況報告書にエラーがある場合を例示しています。）

◆入力シートの確定 エラーがあって入力完了ができない場合

① エラーメッセージ表示

② クリックします

③ エラー内容を確認し、OKをクリックします

④ クリックします

▼財務諸表等入力シート（トップページ）

社会福祉法人○○福祉会
BZCXXXXX
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

①現況報告書のチェックボタンをクリックし、②OKボタンをクリックします。③トップ画面下の「メッセージ」欄の
エラー番号をクリックすると、④エラーのある箇所のセルが選択された状態になりますので、修正します。⑤再度、
現況報告書のチェックボタンをクリックし、⑥「正常終了しました。」の表示を確認し、OKボタンをクリックします。

◆入力シートの確定 エラーの修正

④ エラー内容を修正します

① クリックします

② クリックします

③ クリックします

⑤ クリックします

⑥ クリックします

▼財務諸表等入力シート（トップページ）▼財務諸表等入力シート（現況報告書）

▼財務諸表等入力シート（現況報告書）

▼財務諸表等入力シート（現況報告書）
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

①エラー修正後、再度トップページで「入力完了」をクリックします。
② 「入力完了」ボタンをクリックすると、③吹き出しが「システムから届出を行ってください」という表示に変わりま
す。上書き保存をしてから入力シートを終了してください。

◆入力シートの確定 エラー修正後の入力完了

① クリックします

② 吹き出しが青になります

▼財務諸表等入力シート（トップページ） ▼財務諸表等入力シート（トップページ）
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

はじめて
ガイド （手順１） （手順２） （手順３） （手順４） （手順５） （手順６）

システムに

を保存

の入力

入力シート

システムへの
ログイン

入力シート

の確定

入力シート

を開く

入力シート

システムで

を届出

システムから

をダウンロード

入力シート

終了開始

◆システムへのログインから届出までの操作の流れ

ここでは、(手順６) 「入力シートの保存、所轄庁へ届出」する手順について説明します。

ｼｽﾃﾑ
の操作

ﾊﾟｿｺﾝ
(Excel)
の操作

附属明細書等

入力シート
附属明細書等
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

財務諸表等電子開示システムのログイン画面に①ID、②パスワードを入力のうえ、③［ログイン］ボタンをク
リックして、ログインします。

◆入力シートの保存・届出（１）システムへのログイン

パスワードを紛失してしまった場合には、
「パスワードリセット」をご利用ください。

① IDを入力します

② パスワードを入力します

③ クリックします

50



『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

ログイン後、①ページ上部のタブから「財務諸表等入力シート」をクリックしてください。
②画面左側のメニューから「ファイルの保存」を選択し、③「ファイル選択」をクリックしてください。

◆入力シートの保存・届出（２）財務諸表等入力メニューの操作

③ クリックします

② クリックします

① クリックします
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

③ファイル選択ボタンをクリックした後、「ファイルを開く」画面が開くので、④届出する入力シートの保存場所を
クリックします。⑤届出する入力シートを選択して、⑥開くボタンをクリックします。

◆入力シートの保存・届出（３）ファイルの保存１

③ クリックします ④ クリックします

⑥ クリックします

2023/06/15 11:30

⑤ 選択します
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

⑦「ファイル選択」ボタンの下に表示されるファイル名が届出する入力シートであることを確認し、
⑧「保存」ボタンをクリックしてください。

◆入力シートの保存・届出（３）ファイルの保存２

違うファイルを選択してしまった場合には、
「取消」を押し、「ファイル選択」をやり直してください。

⑦ ファイル名が
表示されます ⑧ クリックします
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

⑨「ファイルの保存」の処理が完了すると「アップロードが完了しました」というメッセージ表示されます。
⑩続けて、附属明細等届出書類を保存します。画面上部の「附属明細等届出書類」をクリックします。

◆入力シートの保存・届出（３）ファイルの保存３

⑨ 保存完了後、表示されます

⑩ クリックします
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

⑪「附属明細書」をクリックします。
⑫アップロードする書類をクリックします。⑬ファイル選択をクリックします。

◆入力シートの保存・届出（３）ファイルの保存４

⑪ クリックします

⑬ クリックします

⑫ アップロードする書類をクリックします。

附属明細書の種類をプルダウンから選択し、必要
な書類を個別にアップロードできます。（令和5年
度より）
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

⑭保存するファイルの保存場所をクリックします。⑮保存するファイルを選択して、⑯開くボタンをクリックします。⑰「ファイ

ル選択」ボタンの下に表示されるファイル名を確認し、⑱「保存」ボタンをクリックしてください。⑲ 「ファイルの保存」の処理

が完了すると「アップロードが完了しました」というメッセージ表示されます。

◆入力シートの保存・届出（３）ファイルの保存5

⑭ クリックします

⑮ 選択します

⑯ クリックします

⑰ ファイル名が
表示されます ⑱ クリックします

⑲ 保存完了後、表示されます
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

（参考）ZIP形式への変換手順 ～Windows11の標準機能を利用する場合～

１ ① 複数の提出書類をひとつのフォルダに格納
したのち、このフォルダを右クリックします。

2

3

③圧縮「zip形式」フォルダーを選択

５

③「送る」を選択

②「その他のオプションを表示」を選択

4

⑤ 最初に選択したフォルダと同じ場所に
ZIP形式に変換されたファイルが作成されます。
これで複数のファイルがひとつのファイルに
変換されました。

※ Windows10の場合は、①の手順のあとに③の手順となります。 57



『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

「監事監査報告」、「事業計画書」、「事業報告書」、「役員等名簿（届出用）」、「注記」、「充実計画」、「会
計監査報告」、「役員等名簿（公表用）」、「報酬等の支給の基準」も同じ手順でそれぞれ保存します。

◆入力シートの保存・届出（３）ファイルの保存6

それぞれの書類毎に保存していきます。

⑳ クリックします ㉒ クリックします

㉓ 選択します

㉔ クリックします

㉕ クリックします

㉖ 保存完了後、表示されます

㉑ クリックします

2023/06/15 11:30
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

㉗必要に応じて、「定款」、「役員名簿（公表用）」、「報酬等の支給の基準」を保存します。画面上部の「定款等届出書
類」をクリックします。㉘保存する書類をクリックし、㉙ファイル選択をした後、ファイルを指定して保存します。（ファイル保
存の手順はこれまでと同じ内容のため省略します）

◆入力シートの保存・届出（３）ファイルの保存7

㉗ クリックします

㉘ クリックします

㉙ クリックします

必要に応じてアップロード
届出を行った後、書類の差替えが
発生した場合に、こちらから差替え
後のデータをアップロードしてください。
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

㉚「届出」をクリックします。㉛アップロードしたファイル名が表示されます。

㉜「届出」ボタンを押すと「届出しますか」という確認のメッセージが表示されます。

㉝「はい」を選択して届出処理を行います。

◆入力シートの保存・届出（４）届出

㉛ ファイル名が
表示されます

㉜ クリックします

㉚ クリックします

㉝ クリックします

一度届出を行うと、所轄庁からの「差戻し」があるまで
再度保存や届出を行うことができなくなります。

2023/06/15 11:30

2023/06/15 11:30

2023/06/15 11:30

2023/06/15 11:30

2023/06/15 11:30

2023/06/15 11:30

2023/06/15 11:30

2023/06/15 11:30

2023/06/15 11:30

2023/06/15 11:30
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

㉞届出の処理が完了すると「届出処理が完了しました。」というメッセージが表示されます。
これで所轄庁への届出は完了となります。

◆入力シートの保存・届出（５）届出の完了

㉞ 届出完了後、
表示されます

2023/06/15 11:30

2023/06/15 11:30

2023/06/15 11:30

2023/06/15 11:30

2023/06/15 11:30

2023/06/15 11:30

2023/06/15 11:30

2023/06/15 11:30

2023/06/15 11:30

2023/06/15 11:30

届出完了後に届出した入力シート等を修正する場合は、
届出先の所轄庁に差戻しを依頼してください。
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

（参考）入力のヒント
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

入力のヒント① ヘルプの活用

入力シートのいたるところに「ヘルプ」ボタンを設けています。「ヘルプ」ボタンを押すと現在表示され
ているシートに関連した情報、留意点を見ることができます。
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

入力のヒント② 入力状況シートで現況報告書の入力内容をチェックする

「計算書類、財産目録の作成」を行い、計算書類の入力を始める前に、「入力状況シート」を
見て現況報告書のセクション１１での入力漏れ、入力誤りがないかどうかをチェックしてみてくだ
さい。

① クリックします

② 拠点区分とその中にある事業所、事業類型コード
分類（サービス区分）を一覧で確認することがで
きますので、拠点や事業所の入力漏れやサービス
区分の割り当て誤り等を見つけやすいです。
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

入力のヒント③ 計算書類入力前や途中でも公開用計算書類で確認する

「計算書類、財産目録の確定」を行うまで、公開用計算書類はいつでも作成可能です。
たとえば、計算書類の入力を始める前に公開用計算書類を作成し、実際の決算帳票と
レイアウトが一致しているかを確認することができます。

① クリックします ② 計算書類に何も入力せずに公開用計算書類を作
成すると金額すべて０の計算書類が作成されます。
勘定科目、拠点区分、サービス区分について、お
手元の決算帳票と比較して過不足が無いか確認
することができます。

中央拠点 資金収支明細書
（自）令和5年4月1日 （至）令和6年3月31日
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

入力のヒント④ 標準の勘定科目を使う

「勘定」シートでは法人固有の勘定科目を追加することができますが、たとえば「現金預金」など
標準の勘定科目については、法人固有の科目として追加せず、予め用意されているものを使
用してください。

勘定科目にはシステム内部で「勘定科目コード」
を割り当てています。法人固有の科目として追加し
てしまうと、見た目は同じでも異なるコードが割り当て
られるため、法人間で比較したり、経営指標を計算
する場合に正しい結果が得られなくなってしまいます。
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

４．（所轄庁用）入力操作のながれ
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

〇 社会福祉法人が所轄庁へ届出を行った後、所轄庁は届出内容を確認し、都道府県に提供します。

◆所轄庁が行う操作
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

財務諸表等電子開示システムのログイン画面を表示するには上記２つのほか、関係連絡版からログインする方
法があります。 ※社会福祉法人とはログイン箇所が異なります。

◆ログインの方法

方法１）Webブラウザに本システムのURLを直接入力し表示されるログイン画面からログイン
※ログイン画面のURL（所轄庁）https://www.int.wam.go.jp/wamnet/zaihyoushuuyaku/

方法２）本システムからの送信メールに記載されたURLにアクセスし、表示されるログイン画
面からログイン(福祉医療機構から所轄庁あてに例年4月初めにメールにて送付しています。)

■□■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━□■□
厚生労働省社会・援護局 福祉基盤課
独立行政法人福祉医療機構情報事業推進部 からのお知らせ
□■□━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■□■

財務諸表等電子開示システム担当者 様

本システムにつきましては、本日、××××年4月1日（●）から××××年度の
運用を開始しましたのでお知らせいたします。

▼本システムログイン画面（URL）
https://www.int.wam.go.jp/wamnet/zaihyoushuuyaku/
※本システムへのログイン画面が表示されますので、ログイン情報（ユー
ザーID及びパスワード）を入力のうえ、ログインしてください。なお、ID
はこれまで利用されているものと変わりません。

（メール例）
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

財務諸表等電子開示システムのログイン画面が表示されます。①ユーザーID（AZAから始まるID）、②パス
ワードを入力のうえ、 ③［ログイン］ボタンをクリックしてください。

◆ログイン情報（ID、パスワード）の入力

70



『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

㉞ 届出完了後、
表示されます

▼「財務諸表等入力メニュー」のホーム画面

ログインすると「財務諸表等入力メニュー」の所轄庁用のホーム画面が表示されます。
「処理待ち件数」にて、管内法人の届出状況が確認ができます。

◆システムへのログイン後（ホーム画面）

●

〇〇

3

5

3

5

3

5
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

▼「処理状況一覧」の画面

「処理状況一覧」画面では、管内法人の状況を検索することができます。
法人名等のほか、①処理状況や②サービス区分など検索が可能です。③検索実行をクリックすると④法人の一覧が検索
結果に表示されます。

◆処理状況一覧の画面

〇〇

②

①

③

20●●/6/15 00：00：00

④

20●●/6/15 00：00：00

20●●/6/15 00：00：00
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

▼「処理状況一覧」の画面

届出された入力シートについては、①確認したい法人をチェックし、②アクション欄で、③行う処理を選択し、
④実行ボタンをクリックすることで、必要な処理を行います。入力シートの確認後、不備等で法人へ「差戻し」
する際もここで処理を行います。

◆処理状況一覧の画面

② 矢印をクリックします

③ 処理を選択します

④ 実行ボタンをクリックします

20●●/6/15 00：00：00

20●●/6/15 00：00：00

20●●/6/15 00：00：00

☑

73
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を付けます



『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

▼「分析」の画面

分析の画面では、①分析用スコアカードのダウンロードができます。
②スコアカードの詳細については、「財務諸表等電子開示システム分析用スコアカード仕様書」をダウンロードしてご
確認ください。

◆分析の画面（分析用スコアカード）

〇〇県

〇〇県

①

②

74



『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

▼「分析用スコアカード」とは

分析用スコアカードは、収益性、安定性、持続性、合理性、効率性、経営自立性に係る指標を表示しており、
①法人基本情報、②提供サービス及び事業所数、③レーダーチャート、④中区分、経営指標名称、⑤3年間
の推移（グラフ）、⑥基準値と指標の説明、⑦ 3年間の推移（表）から構成されています。

◆分析用スコアカード

① ②

④

③

⑤

⑥
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

▼参考：「分析用スコアカード」（令和5年度以前分）
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

▼「分析」の画面

分析の画面では、①計算書類及び経営指標のCSVデータもダウンロードすることができます。
②CSVファイルの詳細については、「財務諸表等電子開示システム分析用CSVファイル仕様書」をダウンロードしてご確認
ください。なお、今年度から、CSVデータは法人が所轄庁に届出後、翌日以降にダウンロードが可能となります。

◆分析の画面（CSVデータ）

〇〇県

①

②

〇〇県
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

▼「CSVデータ」とは

CSVデータは、1法人につき資金収支計算書、事業活動計算書、貸借対照表、経営指標性の４種類の
CSVダウンロードすることができます。

◆CSVデータ

▼参考「経営指標」見本

・・・
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

5.（社会福祉法人用）

現況報告書でよく見られる誤り一覧及び

財務諸表等電子開示システムの主な変更点

79



『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

現況報告書でよく見られる誤り一覧

厚生労働省社会・援護局福祉基盤課法人指導係より、令和6年4月1日付で次ページのとおり「現況報
告書でよく見られる誤り一覧」が発出されております。

既に福祉医療機構より4月1日付の所轄庁及び社会福祉法人あて 「＜2024年度＞財務諸表等電子
開示システムの運用開始のご案内」メールにて添付しておりますが、入力シートでエラーまたはワーニングが出
力される事項もございますので、ご確認のほどお願いいたします。
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

現況報告書でよく見られる誤り一覧
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

社会福祉法人の財務諸表等電子開示システム（以下「本システム」といいます。）の2024
年度の稼働にあたり、本システムの主な変更点について説明します。

変更点① 分析用スコアカードのレイアウトが変更になりました。

変更点② スコアカード出力画面に「全法人集計後取りまとめ版」、「即時提供版」ボタンが追加されました。 「即
時提供版」は、法人が所轄庁に届出後、翌日以降にダウンロードが可能となりました。入力機能画面も同様に
変更となりました。

変更点③ 分析用CSVファイルは法人が所轄庁に届出後、翌日以降にダウンロードが可能となりました。

変更点④ 本システムのホーム画面に「特記事項がある法人数」が追加されました。

変更点⑤ 経営指標特記事項検索画面が追加されました。

変更点⑥ サービス区分の名称を変更しました。

変更点⑦ 11-2．地域における公益的な取組（地域公益事業(再掲)含む）の入力チェックの仕様を変更しま
した。

変更点⑧ 12．社会福祉充実残額及び社会福祉充実計画の策定の状況における項目を変更しました。

変更点⑨ 入力シートにおける警告メッセージを修正しました。

概要

82



『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

１．分析機能（所轄庁・都道府県）

（１）分析用スコアカードのレイアウトの変更

（２）スコアカード出力画面に「全法人集計後取りまとめ版」、「即時提供版」ボタンを追加

２．集約機能（所轄庁）

（１）本システムのホーム画面に「特記事項がある法人数」欄を追加

（２）経営指標特記事項検索画面を追加

（３）分析用CSVファイルは法人が所轄庁に届出後、翌日以降にダウンロードが可能

3．入力シート

（３） 12．社会福祉充実残額及び社会福祉充実計画の策定の状況における項目の変更

（１）サービス区分の名称を変更

（２） 11-2． 地域における公益的な取組（地域公益事業(再掲)含む）の入力チェックの仕様を変更

（４）入力シートにおける警告メッセージの修正 83



『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

１.分析機能（所轄庁・都道府県）

U
P
D
A
T
E

変
更
点
①

現行 変更後

横スクロールは不要で縦のスクロールのみで全体が見えるように配置しています。

経営指標毎に自法人、事業分野平均(国、都道府県)、収
益規模平均(国、都道府県)及びそれらの直近3カ年の推移を
折れ線グラフで表示します。また、指標の説明、見方、基準値
範囲を表示します。 （全法人集計後取りまとめ版のみ。即時
提供版は当年度のグラフが表示されません）

法人の基本情報、直近3か年の事業分
野と収益規模、提供サービスと事業所
数、主要6指標による直近3か年のレー
ダーチャートを表示しています。（全法人
集計後取りまとめ版のみ。即時提供版
は当年度のグラフが表示されません）

経営指標において基準値範囲外の場
合は、赤色で表示します。

レーダーチャート
やランクの定義
等を説明を記載
しています。

参考指標の初期表示は詳細が折りたたまれた状態ですが、詳細を確認する
場合は、折りたたみを解除することで確認が出来ます。

（１）分析用スコアカードのレイアウトの変更
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

１.分析機能（所轄庁・都道府県）

（２）スコアカード出力画面に「全法人集計後取りまとめ版」、「即時提供版」ボタンを追加

U
P
D
A
T
E

変
更
点
②

現行 変更後

「全法人集計後取りまとめ版」、「即時提供版」ボタンが追加されました。 「即時提供版」の分析用スコア
カードは法人が所轄庁に届出後、翌日以降にダウンロードが可能となります。 「全法人集計後取りまとめ
版」は現行と同じタイミングで作成されます。
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

１.分析機能（所轄庁・都道府県）

（３）分析用CSVファイルは法人が所轄庁に届出後、翌日以降にダウンロードが可能

U
P
D
A
T
E

変
更
点
③

現行 変更後

分析用CSVファイルは法人が所轄庁に届出後、翌日以降にダウンロードが可能となります。
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

２.集約機能（所轄庁）

（１）本システムのホーム画面に「特記事項がある法人数」欄を追加

U
P
D
A
T
E

変
更
点
④

現行 変更後

所轄庁ユーザのホーム画面に経営指標において基準値範囲外の法人
数を表示するため、「特記事項がある法人数」欄が追加されました
（都道府県ユーザは表示されません）。リンクから経営指標特記事項
検索画面（次頁参照）に遷移します。

〇（令和●年度）財務諸表等電子開示システムは、20××年4月1日（●）から運用開始しております。

〇（令和●年度）財務諸表等電子開示システムは、20××年4月1日（●）から運用開始しております。
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

２.集約機能（所轄庁）

（２）経営指標特記事項検索画面を追加

U
P
D
A
T
E

変
更
点
⑤

新規画面

検索結果には経営指標値を表示します。また、経
営指標値が基準値範囲外にある場合にはアイコン
によって強調表示します。

所轄庁ユーザのメニューに「経営指標特記事項検索」が
追加されました（都道府県ユーザは表示されません）。

法人詳細情報
画面に遷移す
ることができます。

検索結果をダウ
ンロードすること
ができます。

初期表示は特記事項がある法人の一覧を確認することが
できます。検索条件で、各特記事項、経営指標値に基準
値範囲外のチェックに応じて「検索実行」ボタンを押下後、
一覧の表示を変更することが出来ます。

所轄庁ユーザの画面に「経営指標特記事項検索」画面が追
加されました（都道府県ユーザは表示されません）。

過年度を対象に検索
することもできます。

法人のスコアカード、入力シート、提出書類等をダウン
ロードすることができます。
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

3.入力シート

（１）サービス区分の名称を変更しました。

U
P
D
A
T
E

変
更
点
⑥

サービス区分（事業類型コード分類）における「婦人保護施設」の名称を「女性自立支援施設」へ変更しました。
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

3.入力シート

（２） 11-2．地域における公益的な取組（地域公益事業(再掲)含む）の入力チェックの仕様を変更

U
P
D
A
T
E

変
更
点
⑦

現況報告書の項目における入力チェックの仕様を変更しました。

①取組類型コード分類を設定することで、➁
取組の名称、③取組の実施場所(区域)およ
び④取組内容が入力できます。

①取組類型コード分類を設定した場合、③
取組の実施場所(区域)および④取組内容
が必須項目となります。
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

3.入力シート

（３） 12．社会福祉充実残額及び社会福祉充実計画の策定の状況における項目の変更

U
P
D
A
T
E

変
更
点
⑧

現況報告書の項目を変更しました。

変更前

変更後

「12.社会福祉充実残額及び社会福祉充
実計画の策定の状況」における（2）社会
福祉充実計画の策定の状況が変更されま
した。
社会福祉充実残高シートを確定した後、入力できる項目です。入
力する項目内容は、以下のとおりです。
①事業名（最大100文字）
②事業種別
③事業内容
④事業内容(記述、最大450文字）
⑤計画における事業費のうち社会福祉充実残額財源の合計
（円、最大12桁）
⑥⑤のうち今会計年度以降の合計（円、最大12桁）
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

3.入力シート

（４）入力シートにおける警告メッセージの修正

U
P
D
A
T
E

現況報告書セクション14（１）③で「イ」を選択した場合の、トップページに表示される警告文を変更しました。
【変更前の警告】
「イ 財務会計に関する事務処理体制の向上に対する支援」が選択されています。入力シートの届出は可能ですが、入力シートの届出後、あわせて必要となる報告書のアップロードをお願いしま
す。」

↓
【変更後の警告】
「イ 財務会計に関する事務処理体制の向上に対する支援」が選択されています。入力シートのアップロード後、あわせて必要となる報告書のアップロードをお願いします。(イを選択した場合、当該
警告は入力シートの届出後も消えません。）」

変
更
点
⑨

入力シートにおける警告メッセージの表示内容等を変更しました。
9.00
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

6．よくあるご質問と回答
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

94

報酬等の支給の基準について、無報酬の場合でもシステムに届出する必要はあるか

Q1

役員及び評議員の報酬については、無報酬とすることが認められており、その場合には、原則として、報酬等
の額や報酬等の支給基準を定めるときに無報酬である旨を定めることになるが、定款において無報酬と定めた
場合については、法令により公表が義務付けられた定款により無報酬であることが確認できるため、支給基準
を別途作成する必要はありません。

「社会福祉法人に対する指導監査に関するＱ＆Ａ（vol.３）」（H30.4.16 厚生労働省 事務連絡より）
（厚生労働省ホームページ）
https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12000000-Shakaiengokyoku-Shakai/0000203577.pdf

ただし、役員の報酬等について、評議員会の決議によって定める場合については、無報酬でも別途支給基準を策
定し、公表する必要があるのでご注意ください。

A1



財務諸表等電子開示システム』の入力のポイント

95

法人間で吸収合併が行われた場合、吸収された法人は現況報告の対象となるか

Q2

当年４月１日時点で法人が存在する場合、当年度の現況報告の対象となります。吸収合併により消滅した法人が現況報告を行わ
ない場合は、吸収合併により存続する法人が行うこととなります。
※ 吸収合併により消滅（解散）した法人自身の一切の権利義務は、吸収合併の登記の日以降、吸収合併により存続した法人が

引き継ぐこととなる（社会福祉法第50条第２項）
一方、前年の現況報告後から当年３月31日までに吸収合併が行われる場合は、吸収合併により存続する法人が吸収合併により消

滅した法人の財務状況を加味して翌年度の現況報告を行うこととなるため、吸収合併により消滅した法人は現況報告の対象となりませ
ん。

仮に、吸収する法人（A法人）、吸収される法人（B法人）がいるとします。
①B法人が前年9月末をもって事業者指定を取消
②A法人が前年10月よりB法人を吸収合併し、事業を承継した
③翌年４月１日到来

とします。

この場合、翌年４月１日時点で、B法人は吸収合併により消滅しているため、現況報告の対象となりません。ただし、スケジュールの遅れにより
吸収合併が翌年４月１日以降に行われる場合は、吸収合併により消滅する法人は現況報告の対象となります。

A2
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

前年度、社会福祉法人の財務諸表等電子開示システムで入力した内容が、今年度の財務諸表等
入力シートに移行されるということですが、その詳細を教えて欲しい。

Q3

前年度、所轄庁への届出まで完了した財務諸表等入力シートの入力内容が、今年度の財務諸表等入力
シートへ移行されます。所轄庁への届出まで完了していない場合は移行の対象となりませんのでご注意ください。

また、データが移行される対象となる項目は、現況報告書、勘定科目（法人独自に追加した勘定科目）、財産目
録（金額は除きます）、「事業」シートの「前年度決算」、「貸借」シートの「前年度末」、「内部取引」シートの「事業
活動 - 1様式（前年度決算）」、「内部取引」シートの「貸借対照表 - 1様式（前年度末）」となります。また、
現況報告書においては、厚生労働省が定めた様式に合わせて改訂した項目については、データが移行されない場合
がございます。

なお、現況報告書の各項目の記載方法につきましては、財務諸表等電子開示システム関係連絡板に掲載している
「社会福祉法人が届け出る「事業の概要等」等の様式について」（厚生労働省通知）の「記載要領」をご参照くだ
さい。

A3
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

現況報告書はいつの時点を基準として入力するのか。
Q4

所轄庁に現況報告書を届け出る当該年度の4月1日現在における法人情報を入力することとなります。
例えば、令和6年度に所轄庁に現況報告書を届け出る場合、令和6年4月1日時点の法人情報を入力す

ることとなります。ただし、セクション１１など、「前会計年度における～」と明記されているものは令和5年度の内容を
入力することになります。

A4

(令和6年4月1日現在)
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

「セルが保護されています」とのメッセージが表示されパスワードを聞かれたが、どのように対応したらよいか。
Q5

水色のセルや、計算式が入っているセルなどの直接入力ができないセルについては、入力しようとすると、
「セルが保護されています」というメッセージが表示されます。

財務諸表等入力シートは入力欄以外への入力を防止するため、入力欄以外のセルに保護をかけており、解除する
ことはできません。そのまま保護をかけた状態を維持してくださいますようお願いいたします。なお、水色のセルに入力す
る場合は、「入力候補」ボタンをクリックし、画面に従って入力項目を選択してください。

A5

色のついたセルは直接編集
することはできません。
水色のセルは水色の「入力候
補」ボタンを押して入力候補か
ら選択して入力します。

① クリックします

② 一覧から選択し「選択」
ボタンを押します
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

現況報告書「11.前会計年度における事業等の概要」の内容と計算書類との関係について
教えてほしい。

Q6

現況報告書「11.前会計年度における事業等の概要」における以下の5項目が計算書類の拠点区分、
サービス区分に反映されます。

①-1拠点区分コード分類
①-2拠点区分名称

①-3事業類型コード分類
①-4実施事業名称
➁事業所の名称

※ 次ページに図示します。

A6

計算書類の「拠点区分」

計算書類の「サービス区分」

計算書類の「拠点区分切り替え」
で表示される1シート

シート上の明細列
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

現況報告書

入力シート

公開用計算書類
中央拠点 資金収支明細書

（自）令和5年4月1日 （至）令和6年3月31日
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

現況報告書

入力シート

公開用計算書類
中央拠点 資金収支明細書

（自）令和5年4月1日 （至）令和6年3月31日
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

現況報告書「11.前会計年度における事業等の概要」の①-1拠点区分コードは何をいれたらよいか。
Q7

社会福祉法人における拠点区分を一意に区別できるような任意の3桁の数値（1～999）を入力してくださ
い。入力欄では自動的にゼロ埋めされます。例えば、3と入力した場合は003に、12と入力した場合は012という形
で表示されます。

A7

① たとえば、1を入力すると ② 自動的にゼロ埋めされて
3桁の数字になります
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

現況報告書シートのチェックボタンを押して「入力異常を発見しました」と表示された場合、
どのように対応したらよいか。

Q8

現況報告書のチェックボタンを押して入力内容に不整合があった場合、「入力異常を発見しました」と表示
されます。「OK」ボタンを押すと自動的に現況報告書シートのトップページのメッセージ欄に移動します。

メッセージ欄にはエラーメッセージが表示されており、エラーメッセージの青いコード部分をクリックすると、エラーのあった
シートのセルに移動しますので、入力内容を修正してください。入力内容の修正がすべて完了した後は、再度チェック
を押して、「正常終了しました。」と表示されることをご確認ください。

A8

② エラーのあったシートのセ
ルに移動しますので、該
当部分を修正します ④ エラーや警告がなくな

ると「正常終了しまし
た」というメッセージが
表示されます

① 青いコード部分をクリック
します。

令和4年度
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

現況報告書を仮確定すると、現況報告書の「１１．前会計年度における事業等の概要」のうち、
①-1拠点区分コード分類
①-2拠点区分名称
①-3事業類型コード分類
①-4実施事業名称
②事業所の名称

の５項目が確定され、計算書類の様式に反映されます。これらの5項目については、仮確定を解除しない限り、編
集することができない状態となりますので、内容等を十分にご確認のうえ、仮確定を行ってください。これら５項目以外
の項目は、引き続き編集することができます。

仮確定を解除しても入力済みの計算書類等は保持されています。ただし、上記の５項目を修正した場合、修正し
た項目に対応する入力済みの内容は消去されますのでご注意ください。この場合は、仮確定の解除を行う前に財務
諸表等入力シートのコピーを作成するなどにより、ご対応いただくようお願いいたします。

A9

現況報告書の仮確定を行う際の注意事項について教えてほしい。
Q9

104



『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

「貸借」シートにある「支払資金の対象」とは何か、なぜ調整するのか。
Q10

資金収支計算書の支払資金は、基本的には貸借対照表の流動資産と流動負債の差額に一致するという
関係にありますが、法人ごとに、支払資金に該当する勘定科目について原則と異なるケースがあること、また、

ひとつの勘定科目の中で、支払資金と非支払資金が混在しているケースあると考えられることから、科目ごとに調整す
ることができるような仕組みとしています。

A10

① 「一時保存」ボタンを押すと「支払資金の額（当年度
末）」の合計と資金収支計算書の当期支払資金残高
の差が「支払資金の額との差異」欄に表示されます。
差異がなく、0円となっているかをチェックします。

貸借対照表
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

貸借対照表

② ①のチェックで差異がある場合、実状に照らして、
「支払資金の対象」の「○」を消去（Delete
キー押下）または、「○」を入力（プルダウンか
ら選択）することで「支払資金の額（当年度
末）」の額を調整し、資金収支計算書の当期
支払資金残高の額と一致させます。

③ ②のチェックでも一致しない場合、「支払資金
の額を転記」ボタンを押し、「支払資金の額の
調整」欄に金額を転記したのち、この額を実状
に照らして修正することで、この列の最下段にあ
る「支払資金の額の調整」の合計を調整し、当
期支払資金残高の額と一致させます。
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

計算書類のそれぞれのシートでチェックを行うことにより、入力が完了したことになるのか。
Q11

計算書類の「資金」、「事業」、「貸借」のシートにおいて、拠点ごとに「チェック」ボタンを押しただけでは
入力完了にはなりません。「チェック」ボタンにより不整合がないことを確認した後、「入力完了」ボタンを押すこと

により入力完了となります。

A11

① 「チェック」を押します

② エラーがなければチェック
処理が完了します ③ 「入力完了」が押せるよ

うになりますので、このま
ま確定してよければ「入
力完了」を押します

④ お手持ちの決算書類と内容が一
致していることを確認したらチェック
を付け、「確認」を押します
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

資金、事業、貸借については、「一時保存」または「入力完了」されているものが整合性チェックの対象になります。
従いまして、「資金」シート上で入力作業中の状態で整合性チェックを行うには、一旦、「一時保存」することが
必要となります。

また、「入力完了」が行われていなくても「一時保存」されていれば整合性チェックの対象となるため、整合性チェック
が正常に終了したあとで「入力完了」しても問題ありません。
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整合性チェックで出たエラー（入力内容の不整合）がなくならない場合、対処方法について
教えてほしい。

Q12

資金、事業、貸借の計算書類の入力内容が実際の決算と一致しているかどうかをご確認ください。
このとき、公開用計算書類の作成を行うと、決算書類との比較が容易になります。

また、資金収支計算書と貸借対照表との整合性チェックがエラーとなる場合には、貸借対照表における「支払資金の
対象」の見直し、さらに「支払資金の調整」による見直しを行ってください。

A12

① クリックします

② 「資金」、「事業」、「貸借」のシートが「入力完了」
になっていなくても公開用計算書類の作成が可能
ですので、お手元の決算帳票と比較して入力誤り
等による不一致が無いか確認することができます。

中央拠点 資金収支明細書
（自）令和4年4月1日 （至）令和5年3月31日
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事業活動計算書の「特別増減の部」及び「繰越活動増減差額の部」はどのように
入力すればよいのか。

Q13

事業活動計算書では、拠点ごと、サービス区分ごとに、「特別増減の部」及び「繰越活動増減差額の部」の
金額を記載することになっていますが、別紙3⑩事業活動明細書にはこれらの記載を必要としないため、財

務諸表等入力シートの「事業」シートでは、「特別増減の部」及び「繰越活動増減差額の部」の金額は、拠点区分
合計欄に直接入力していただくことになります。なお、「入力方法」が「明細入力」のままでも、「特別増減の部」及び
「繰越活動増減差額の部」は「拠点全体入力」での入力となりますので、入力方法を切り替える必要はありません。

A13

事業活動計算書の特別増減の部と繰越
活動増減差額の部はサービス区分ごとの
明細がなく、事業活動計算書の第四様式

から拠点区分全体の額を転記します。

事業活動計算書の特別増減の部と繰越活動
増減差額の部の入力では、入力方法を

「明細入力」としたまま、拠点区分合計欄への
転記が可能となっています。
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「計算書類、財産目録確定」ボタンをクリックすると、「「公開用計算書類」を作成し直しますか。た
だし、作成し直す場合、手修正された内容は上書きされます。」と表示されたが、どのように対応し
たらよいか。

Q14

「計算書類、財産目録確定」の実施にあたり、ここまでに入力された計算書類の内容と「公開用計算書類」
の整合性を確保するために「公開用計算書類」を作成し直すことを推奨しています。ただし、「公開用計算書類」は手
修正が可能となっているため、既に手修正を行っているのであれば「いいえ」を選択し、手修正した「公開用計算書類」
を残したまま確定を行ってください。それ以外の場合は「はい」を選択して「公開用計算書類」を作成し直してください。

A14

① 計算書類、財産目録の
確定を行います。

② ここまでに「公開用計算書類」を作成し、手
修正を行っている場合は上書きされないよう
「いいえ」を選択してください。
それ以外の場合は「はい」を選択します。

③ 計算書類、財産目録が
確定されます。

なお、「公開用計算書類」を作成せ
ずに「計算書類、財産目録の確
定」を行った場合はエラーとなり確定
はできません。
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７．社会福祉連携推進法人の設立状況

（令和6年3月26日現在）
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令和6年度における財務諸表等電子開示システムでの届出対象法人は令和6年3月31日までに設立された21法人
です。

出典：厚生労働省ホームページ
（https://www.mhlw.go.jp/content/12000000/001249327.pdf）
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①WAM NETトップページの左上にある「社会福祉法人の財務諸表等電子開示システム」のバナーをクリックしてください。

②公表サイト「社会福祉法人の現況報告書等情報検索」の右上にある「社会福祉連携推進法人の財務諸表等電子開

示システム」ボタンをクリックしてください。

▼WAM NETトップページ

▼公表サイト「社会福祉法人の現況報告書等情報検索」

① クリックします

② クリックします

◆公表サイト「社会福祉連携推進法人の法人現況報告書等情報検索」について
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社会福祉連携推進法人が認定所轄庁へ届出した財務諸表等入力シートの内容は、WAM NETの公表サイ
ト「社会福祉連携推進法人の法人現況報告書等情報検索」で公表されます。この公表サイトでは、全国の社
会福祉連携推進法人に関する法人現況報告書等（法人現況報告書、計算書類）の情報を公表しています。

◆公表サイト「社会福祉連携推進法人の法人現況報告書等情報検索」について

社会福祉連携推進法人を地図から検索し、
当該法人に関する現況報告書等の情報を
閲覧することができます。
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８．（社会福祉連携推進法人用）運用スケジュール
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区分 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

社会福祉
連携推進法人

認定
所轄庁

都道府県

福祉医療
機構

法人基本情報の
登録・更新及び確定
(2月1日～2月末)

事務処理用メール
アドレスの更新

(2月1日～2月末)

事務処理用メール
アドレスの更新

(2月1日～2月末)

２

０

２

４

年

度

の

届

出

終

了

（

９

月

末

日

予

定

）

データ更新等
～3月末

2024年

２

０

２

４

年

度

運

用

開

始

（

4

月

1

日

）

入力シートのダウンロード(4月1日～)

入力シートの内容の確認と都道府県への提供
(4月1日～8月末)

入力シートの内容の確認と厚生労働省への提供
(4月1日～9月末)

法人現況報告書・計算書類・社会福祉連携推進評議会による評価結果の公表 (4月1日～9月末)
［認定所轄庁へ届出後に公表］

入力シートの入力・保存・届出
(4月1日～6月末)

社会福祉連携推進法人の財務諸表等電子開示システム 2024年度 運用スケジュール（全体イメージ）

3月31日まで、システムから入力シートの届出・提供はできません。

システムから届出
できません。

システムから提供
できません。

システムから提供
できません。

データ更新等
～3月末

計算書類CSVダウンロード開始
(3月中旬～)

計算書類CSVダウンロード開始
(3月中旬～)

定款・役員等名簿（公表用）・
社会福祉連携推進方針・役員報酬等基準の

届出のみ可
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９．（社会福祉連携推進法人用）

システムの概要
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『社会福祉連携推進法人 財務諸表等電子開示システム』

基本的に、システムの概要（目的）は社会福祉法人と同様です。

◆本システムの概要（１）システムの概要

▼システムの概要

※現況報告書等の情報については、
社会福祉法人が所轄庁へ届出を
行った後、７日から10日程度して
WAM NETの「社会福祉法人の
現況報告書等情報検索」サイトに
公表されます。
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社会福祉連携推進法人と認定所轄庁が行う操作についても、流れは社会福祉法人と同様です。

◆本システムの概要（２）システムの目的と操作の流れ

▼社会福祉連携推進法人が行う操作 ▼認定所轄庁が行う操作
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「法人現況報告書」「計算書類（貸借対照表、損益計算書、損益計算書内訳表）」「財産目録」で構成されてい
るExcelファイルです。バージョンは2.00です。（社会福祉法人とは計算書類とバージョンが異なります。）

◆財務諸表等入力シートとは

▼財務諸表等入力シート トップページ
入力シートのバージョンです。
2024年度の初版は、2.00です
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

10ｰ1．（社会福祉連携推進法人）

ログイン画面
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『社会福祉連携推進法人 財務諸表等電子開示システム』

①WAM NETトップページの左上にある「社会福祉法人の財務諸表等電子開示システム」のバナーをクリックしてください。

②公表サイト「社会福祉法人の現況報告書等情報検索」の右上にある「社会福祉連携推進法人の財務諸表等電子開示シ

ステム」ボタン（緑色）をクリックし、③システムログインをクリックします。

◆社会福祉連携推進法人のシステムへのログイン入口（１）WAMNETトップページから

▼公表サイト「社会福祉法人の現況報告書等情報検索」から入る

① クリックします

② クリックします

③ クリックします
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『社会福祉連携推進法人 財務諸表等電子開示システム』

①社会福祉連携推進法人の財務諸表等電子開示システム関係連絡板「ログイン画面」のアイコンをクリックしてください。

②「３.ログイン画面」に移動するので、「ログイン画面へ」ボタンをクリックしてください。

◆社会福祉連携推進法人のシステムへのログイン入口（２）財務諸表等電子開示システム関係連絡板から

① クリックします

▼社会福祉連携推進法人の財務諸表等電子開示システム関係連絡板

② クリックします
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財務諸表等電子開示システムのログイン画面が表示されます。①ユーザーID（BRCから始まるID）、②パスワードを
入力のうえ、 ③［ログイン］ボタンをクリックしてください。※本システムにログインする際に使用する「ユーザーID及び
パスワード」 につきましては、福祉医療機構から社会福祉連携推進法人あてに例年4月初めにメールにて送付します。

◆ログイン情報（ID、パスワード）の入力

① IDを入力します

② パスワードを入力します
③ クリックします
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ログインすると「財務諸表等入力メニュー」のホーム画面が表示されます。

▼「財務諸表等入力メニュー」のホーム画面

◆システムへのログイン後の画面

福祉医療機構からメールにて送信
するログイン情報に記載されているパス
ワードは、仮パスワードになっております。

仮パスワードにてログインすると、「パス
ワードの変更」画面が表示されますので
必ず、お客さまが任意に設定するパス
ワードに変更のうえ、本システムにログイン
してください。
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10ｰ2．（認定所轄庁用）

ログイン画面
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『社会福祉連携推進法人 財務諸表等電子開示システム』

財務諸表等電子開示システムのログイン画面を表示するには上記２つのほか、関係連絡版からログインする
方法があります。 ※社会福祉連携推進法人とはログイン箇所が異なります。

◆ログインの方法

方法１）Webブラウザに本システムのURLを直接入力し表示されるログイン画面からログイン
※ログイン画面のURL（認定所轄庁）https://www.int.wam.go.jp/wamnet/rzaihyoushuuyaku/

方法２）本システムからの送信メールに記載されたURLにアクセスし、表示されるログイン画
面からログイン(福祉医療機構から認定所轄庁あてに例年4月初めにメールにて送付します。)

■□■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━□■□
厚生労働省社会・援護局 福祉基盤課
独立行政法人福祉医療機構情報事業推進部 からのお知らせ
□■□━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■□■
社会福祉法人の財務諸表等電子開示システム 担当者様

本システムにつきましては、本日、××××年4月1日（●）から××××年度の
運用を開始しましたのでお知らせいたします。

▼本システムログイン画面（URL）
https://www.int.wam.go.jp/wamnet/rzaihyoushuuyaku/

※本システムへのログイン画面が表示されますので、ログイン情報（ユー
ザーID及びパスワード）を入力のうえ、ログインしてください。なお、ID
はこれまで利用されているものと変わりません。

（メール例）
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財務諸表等電子開示システムのログイン画面が表示されます。①ユーザーID（ARAから始まるID）、②パス
ワードを入力のうえ、 ③［ログイン］ボタンをクリックしてください。

◆ログイン情報（ID、パスワード）の入力

① IDを入力します

② パスワードを入力します

③ クリックします
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㉞ 届出完了後、
表示されます

▼「財務諸表等入力メニュー」のホーム画面

ログインすると「財務諸表等入力メニュー」の認定所轄庁用のホーム画面が表示されます。
「処理待ち件数」にて、管内法人の届出状況が確認ができます。

◆システムへのログイン後（ホーム画面）

●3
5

3
5

3
5

〇〇
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11．お問い合わせ先及び関係連絡版
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『社会福祉法人、社会福祉連携推進法人 財務諸表等電子開示システム』

財務諸表等電子開示システムヘルプデスクの電話番号及びお問合わせ送信フォーム

令和6年度における、所轄庁および都道府県専用の財務諸表等電子開示システムヘルプデスクの連絡先は以下のとおりです。
令和6年4月1日（月）から10月31日（木）の間ご利用いただけますので、本システムについてご不明な点等ございましたらヘル
プデスクまでお問い合わせください。

【電話番号】0570-000-443（受付時間：平日9:00～17:00）

▼社会福祉法人の財務諸表等電子開示システムお問合せ送信フォーム
https://www.int.wam.go.jp/sec/opndom/wamappl/zsinq.nsf/fInquiry?Open

▼社会福祉連携推進法人の財務諸表等電子開示システムお問合せ送信フォーム
https://www.int.wam.go.jp/sec/opndom/wamappl/rzsinq.nsf/fInquiry?Open

＜各種関係連絡板＞
スケジュール、操作説明書、各種厚生労働省からの通知文などを掲載しておりますのでご活用ください。

▼社会福祉法人の財務諸表等電子開示システム関係連絡板
https://www.wam.go.jp/content/wamnet/pcpub/top/zaihyou/

▼社会福祉連携推進法人の財務諸表等電子開示システム関係連絡板
https://www.wam.go.jp/content/wamnet/pcpub/top/rzaihyou/ 132



『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

12-1．その他（令和5年度届出状況等について）
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『社会福祉法人 財務諸表等電子開示システム』

１．令和5年度における届出状況について

令和５年度における、財務諸表等電子開示システムを通じての現況報告書等財務状況の届出状況について
は以下の通りでした。

○令和５年度 全国の社会福祉法人数（システム登録数） ：21,082法人
１）そのうち、電子開示システムを使って届出を行った法人 ：21,016法人（99.7%）

２）未提出の法人：66法人（0.3%）
→そのうち、入力シート 未ダウンロードの法人 ：25法人
→そのうち、入力シートをダウンロードしたが提出に至らなかった法人 ：41法人

２．スコアカード利活用に向けた届出促進と未提出法人に係る支援について
システムを通じて、各法人の財務状況を分析いただけるスコアカードのご利用については、厚生労働省まで報告

された法人の情報が対象となります。

令和5年度の傾向として、前年度まで遅滞なく報告していた法人が未届けとなるケースが新たに見受けられたこと
から、あらためて未届けの法人がいらっしゃる都道府県等におかれましては、令和6年度の届出の促進をお願いする
とともに、指導監査等へのスコアカード利活用の観点からも、ご協力をお願いいたします。

また、未届けの理由として、操作等を挙げられる法人に対するご支援等ございましたら、当機構までご相談下さい。
（所轄庁における、法人に代わって登録を行う「代理入力」につきましても同様にご相談ください。）
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12-2．その他（都道府県の指導監査担当者向け研修

（講師派遣）のご案内）
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136都道府県及び市の監査担当者養成の一環として都道府県担当課と共催（講演料等不要）
開催実績：東京都、北海道、福岡県、兵庫県、埼玉県、愛媛県、宮崎県

① 法人の経営環境変化を踏まえた行政関与のあり方

② 法人の経営指標からみえてきた●●県の状況と課題
～財務諸表等電子開示システムデータによる担当業務への活用～

③ 経営悪化の予防線
～経営悪化の兆候を捉えるために～

セミナー講義例

社会福祉法人制度に
関する最新の政策動向

財務諸表等システム
データに基づく
所轄庁内の
法人経営状況

経営指標の概要と
各指標の見方

財務諸表データ等の
活用による経営悪化
法人の把握方法

▶ 自治体管内の所轄庁担当者向け研修としてご活用ください。
(Web対応可)

▶ 次のようなケースや内容をコンパクトにする等についても、
ご相談により対応いたします。
・貴部署内職員の勉強会
・管内社会福祉法人（経営者、施設長向け）研修

社会福祉法人は厳しい経営環境に置かれており、指導監査による経営状況の確認を通じて、今後の見通しについて法人と認識を
共有することは、事業運営の安定化に寄与するものと考えます。

当機構では、監査等を通じて法人の経営状況をチェックしていくことが重要と考え、指導監査ご担当者様向けに研修（講師派遣）を
行っています。

研修内容（一例）

＜連絡先＞

福祉医療機構 経営サポートセンターリサーチグループ

電 話 ：03-3438-9932

メール ：wamsc_ot@wam.go.jp

担 当 ：紅楳（こうばい）、内藤

都道府県の指導監査担当者向け研修（講師派遣）のご案内




